
●
は
じ
め
に

『
ア
ジ
ア
法
研
究
の
新
た
な
地
平
』（
ア
ジ
ア

法
学
会
編
、
成
文
堂
、
二
○
○
六
年
）
に
よ
る
と
、

ア
ジ
ア
法
研
究
が
注
目
さ
れ
始
め
た
時
期
は
、
明

治
以
降
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
各
時
代
区
分
は
、

①
脱
亜
入
欧
政
策
の
影
響
に
よ
っ
て
研
究
が
停
滞

っ
て
研
究
が
停
滞

研
究
が
停
滞

し
た
と
さ
れ
る
一
八
六
七
年
〜
一
八
八
○
年
代
、

②
植
民
地
法
の
形
成
、
展
開
、
崩
壊
の
時
期
に
あ

た
る
一
八
九
○
年
代
〜
一
九
四
五
年
、
③
戦
後
の

民
主
化
政
策
に
よ
り
再
度
研
究
が
停
滞
傾
向
を
見

せ
る
も
関
連
学
会
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
再
興
の

兆
し
が
生
じ
た
一
九
四
五
年
〜
一
九
五
○
年
代
、

④
円
借
款
を
中
心
と
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
基
盤
に
企
業

が
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
に
進
出
を
開
始
し
、
研
究
に

対
す
る
社
会
的
需
要
が
高
ま
っ
た
一
九
六
○
年
代

〜
一
九
八
○
年
代
中
頃
、
⑤
一
九
九
○
年
代
の
社

会
主
義
体
制
の
崩
壊
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
経

済
危
機
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
経
て
研
究
そ

の
も
の
が
多
様
化
し
た
一
九
八
○
年
代
中
頃
〜
現

在
の
五
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

本
書
は
、
日
本
の
ア
ジ
ア
法
研
究
は
、
歴
史
的

地
理
的
経
緯
か
ら
、
主
に
中
国
法
を
中
心
に
展
開

さ
れ
て
き
た
と
解
す
る
が
、
こ
の
う
ち
①
か
ら
④

解
す
る
が
、
こ
の
う
ち
①
か
ら
④

る
が
、
こ
の
う
ち
①
か
ら
④

ま
で
の
時
代
は
、
書
籍
媒
体
に
よ
る
研
究
ツ
ー
ル

を
駆
使
し
た
情
報
収
集
が
中
心
と
な
り
、
⑤
の
時

と
な
り
、
⑤
の
時

、
⑤
の
時

代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
伴
い
、
電
子

媒
体
形
式
に
よ
る
情
報
管
理
が
主
流
を
占
め
て
き

た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
研
究
ツ
ー
ル
の
変
化

従
来
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
法
制
度
に
関
す
る
研
究
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
法
制
度
に
関
す
る
研
究
は
、

国
内
法
の
発
展
経
緯
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

国
内
法
の
種
類
に
は
、
公
法
（
一
九
○
○
〜
一
九

三
四
年
）、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
法
（
一
九
三
五
〜

一
九
四
一
年
）、
共
和
国
法
（
一
九
四
六
〜
一
九

七
三
年
及
び
一
九
八
七
年
〜
現
在
）、
フ
ェ
ル
デデ

ィ
ナ
ン
ド
・
Ｅ
・
マ
ル
コ
ス
政
権
下
の
大
統
領
令

ナ
ン
ド
・
Ｅ
・
マ
ル
コ
ス
政
権
下
の
大
統
領
令

Ｅ
・
マ
ル
コ
ス
政
権
下
の
大
統
領
令

・
マ
ル
コ
ス
政
権
下
の
大
統
領
令

政
権
下
の
大
統
領
令

大
統
領
令

（
一
九
七
二
〜
一
九
八
六
年
）
の
他
、
行
政
命
令
、

一
般
命
令
、
条
例
、
布
告
な
ど
が
あ
る
。

主
に
ア
メ
リ
カ
法
の
流
れ
を
汲
み
つ
つ
発
展
し

て
き
た
同
研
究
関
連
ツ
ー
ル
は
、
前
述
同
様
、
一

九
八
○
年
代
ま
で
は
紙
媒
体
の
書
籍
や
資
料
が
中

心
と
な
り
、
一
九
九
○
年
以
降
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
主
軸
と
し
た
電
子
媒
体
に
よ
る
情
報
管
理

が
主
流
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
レ
ッ
ク

ス
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
社
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ー
ブ
ッ
ク

社
な
ど
が
出
版
す
る
法
令
集
及
び
判
例
集
や
、
主

要
学
術
誌
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、

『
ア
テ
ネ
オ
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、『
国
際
法
フ
ィ

リ
ピ
ン
年
鑑
』、『
統
一
法
曹
協
会
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

な
ど
、
書
籍
形
態
の
資
料
が
主
流
で
あ
っ
た
点
な

ど
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
状
況
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
情
報
集
積
を
扱

う
民
間
会
社
が
発
足
し
始
め
た
一
九
九
○
年
代
頃

で
あ
る
。
と
く
に
、
比
国
内
で
は
パ
サ
イ
市
内
に

本
社
を
構
え
るC

D
 A

sia Technologies

社
の
活

躍
が
目
立
つ
。
同
社
は
、
一
九
九
四
年
に
、
若
手

同
社
は
、
一
九
九
四
年
に
、
若
手

は
、
一
九
九
四
年
に
、
若
手

弁
護
士
ら
が
集
ま
り
設
立
し
た
会
社
で
、
フ
ィ
リ

ら
が
集
ま
り
設
立
し
た
会
社
で
、
フ
ィ
リ

が
集
ま
り
設
立
し
た
会
社
で
、
フ
ィ
リ

集
ま
り
設
立
し
た
会
社
で
、
フ
ィ
リ

設
立
し
た
会
社
で
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
お
け
る
電
子
出
版
業
者
の
先
駆
け
的
存
在

に
当
た
る
。
同
社
は
、
公
文
書
情
報
を
電
子
デ
ー

タ
に
転
換
す
る
業
務
を
中
心
に
手
が
け
て
お
り
、

中
心
に
手
が
け
て
お
り
、

て
お
り
、

国
内
の
法
律
情
報
を
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
新
形
態

の
ツ
ー
ル
を
用
い
て
記
録
、
保
存
し
、
販
売
し
て

ツ
ー
ル
を
用
い
て
記
録
、
保
存
し
、
販
売
し
て

を
用
い
て
記
録
、
保
存
し
、
販
売
し
て

用
い
て
記
録
、
保
存
し
、
販
売
し
て

て
記
録
、
保
存
し
、
販
売
し
て
し
て

い
る
。
る
。

二
○
○
七
年
ま
で
に
同
社
が
販
売
し
た
製
品
に

は
、
重
要
基
本
国
内
法
、
税
関
連
法
、
最
高
裁
判

決
、
司
法
省
判
決
、
地
方
自
治
体
関
連
法
令
、
環

境
天
然
資
源
関
連
法
令
、
労
働
社
会
関
連
法
令
、

選
挙
関
連
法
令
、
商
工
産
業
関
連
法
令
、
証
券
取

引
関
連
法
令
、
家
族
法
、
中
央
銀
行
関
連
命
令

フ
ィ
リ
ピ
ン
法
制
度
研
究
ツ
ー
ル
の
今
と
昔
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（
一
九
九
○
年
代
以
降
の
判
例
集
及
び
法
令
集

M
em

orandum

を
含
む
）
な
ど
が
あ
る
（
詳
細
は

http://cdasia.com
/ 

を
参
照
）。

●
電
子
媒
体
ツ
ー
ル
発
展
の
背
景

Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
は
、
膨
大
な
情
報
を
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
め
て
活
用
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス

至
便
な
環
境
が
身
近
で
あ
る
場
合
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
情
報
検
索
の
方
が
、
よ
り
簡

便
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
Ｏ

Ｍ
に
よ
る
情
報
検
索
ツ
ー
ル
の
需
要
が
高
ま
っ
た

の
か
。
背
景
に
は
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
一
部
を
除

く
国
内
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
イ
ン
フ
ラ

が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
社
会
事
情
が
あ
る
。
と

く
に
、
地
方
の
一
般
市
民
や
学
生
な
ど
の
間
で
は
、

い
ま
だ
に
携
帯
電
話
を
用
い
た
メ
ー
ル
の
や
り
取

り
が
主
な
通
信
手
段
と
さ
れ
て
お
り
、
気
軽
に
イ

さ
れ
て
お
り
、
気
軽
に
イ

て
お
り
、
気
軽
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
う
る
環
境
は
整
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
販
売
価
格
自
体

が
比
較
的
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

製
品
を
購
入
、
利
用
で
き
る
の
は
主
要
有
名
大
学
、

法
律
事
務
所
、
国
際
機
関
な
ど
資
金
が
潤
沢
な
一

部
の
機
関
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

た
だ
し
、
最
近
は
こ
う
し
た
不
便
性
を
補
う
手

し
、
最
近
は
こ
う
し
た
不
便
性
を
補
う
手

、
最
近
は
こ
う
し
た
不
便
性
を
補
う
手

段
と
し
て
、
一
部
の
学
術
機
関
に
、
電
子
情
報
検

索
サ
ー
ビ
ス
の
門
戸
を
広
く
一
般
に
開
放
す
る
動

き
が
見
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
比
国
内
で
あ
れ
ば
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
大
学
法
学
部
図
書
館
（http://law

.upd.

edu.ph/library/

）、
ア
テ
ネ
オ
・
デ
・
マ
ニ
ラ
大

学
中
央
図
書
館
（http://rizal.lib.adm

u.edu.ph/

）、

デ
・
ラ
・
サ
ー
ル
大
学
中
央
図
書
館
（http://

w
w

w
.dlsu.edu.ph/library/

）
な
ど
が
代
表
的
機
関

で
あ
る
（
一
部
有
料
の
場
合
あ
り
）。
ま
た
、
日

本
国
内
で
あ
れ
ば
、
弊
所
の
図
書
館
（http://

w
w

w
.ide.go.jp/Japanese/Library

）
で
も
同
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
。

●
関
連
サ
イ
ト
の
紹
介

Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
Ｏ
Ｍ
以
外
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
法
制
度

に
関
す
る
情
報
収
集
ツ
ー
ル
と
し
て
広
く
利
用
さ

れ
て
い
る
も
の
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
海
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
至
便
な
の
に

加
え
て
、
利
用
コ
ス
ト
が
無
料
な
も
の
も
あ
り
、

な
も
の
も
あ
り
、

も
あ
り
、

利
用
者
総
数
は
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

を
凌
い
で
い
る
。

二
○
○
八
年
現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
主
要

八
年
現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
主
要

年
現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
主
要

法
律
情
報
関
連
サ
イ
ト
に
は
、
世
界
銀
行
や
ア
ジ

ア
開
発
銀
行
か
ら
の
援
助
の
も
と
、
機
能
拡
充
を

の
も
と
、
機
能
拡
充
を

も
と
、
機
能
拡
充
を

図
っ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
高
裁
判
所
（w

w
w

.

suprem
ecourt.gov.ph

）
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
が
管
理
し
て
い
る
ロ
ー
フ
ィ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ア
レ
リ
ャ
ノ
法
財
団
主
宰
、w

w
w

.law
phil.net

）

や
世
界
法
律
情
報
研
究
所
（http://w

w
w

.w
orldlii.

org/ph/

）、
民
間
組
織
が
独
自
に
運
営
し
て
い
る

チ
ャ
ン
ロ
ブ
レ
ス
法
律
事
務
所
（w

w
w

.chan-

robles.com

）、
デ
ィ
シ
ニ
＆
デ
ィ
シ
ニ
法
律
事
務

所
（w

w
w

.disini.ph

）
の
公
式
サ
イ
ト
な
ど
が
あ

る
（
い
ず
れ
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
日
は
、
二
○
○
八八

年
一
月
末
）。

と
く
に
、
法
制
度
研
究
の
場
合
は
、
条
文
や
判

例
な
ど
の
電
子
検
索
機
能
の
利
便
性
は
高
い
。
た

高
い
。
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
も
万
能
な
手
段
で
は
な

く
、
時
代
区
分
や
政
権
期
ご
と
に
最
高
裁
の
動
き

や
司
法
判
断
の
パ
タ
ー
ン
を
把
握
し
た
い
場
合
な

把
握
し
た
い
場
合
な

し
た
い
場
合
なな

ど
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ー
ブ
ッ
ク
社
出
版
の
『
最

は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ー
ブ
ッ
ク
社
出
版
の
『
最

高
裁
判
例
集
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
や
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

大
学
法
学
部
出
版
の
『
判
例
タ
イ
ト
ル
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
』
と
い
っ
た
資
料
に
頼
る
方
が
、
よ
り
簡
便

頼
る
方
が
、
よ
り
簡
便

方
が
、
よ
り
簡
便

、
よ
り
簡
便

よ
り
簡
便

で
あ
る
点
に
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

点
に
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

に
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

●
お
わ
り
に
─
図
書
館
と
の
協
力
関
係

Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
Ｏ
Ｍ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
の
利
用

が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
研
究
員
と
図
書

り
つ
つ
あ
る
現
在
、
研
究
員
と
図
書

る
現
在
、
研
究
員
と
図
書

専
門
員
と
の
協
力
関
係
は
、
今
後
ま
す
ま
す
深
め

ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
弊
所
の
図
書

て
い
く
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
弊
所
の
図
書

あ
ろ
う
。
実
際
に
、
弊
所
の
図
書

館
で
は
、
図
書
館
員
が
現
地
に
赴
き
、
関
連
研
究

員
と
共
同
で
各
省
庁
や
主
要
図
書
館
で
雑
誌
の
定

期
交
換
の
交
渉
や
、
資
料
収
集
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
政
治
、
経
済
、
金
融
、
社
会
な
ど
広
範
広
範

な
分
野
で
絶
え
ず
最
新
の
情
報
収
集
を
継
続
し
て

分
野
で
絶
え
ず
最
新
の
情
報
収
集
を
継
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
研
究
員
と
図
書

く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
研
究
員
と
図
書

が
、
そ
れ
に
は
研
究
員
と
図
書

館
員
が
相
互
に
専
門
性
を
補
完
し
合
っ
て
協
力
し

性
を
補
完
し
合
っ
て
協
力
し

を
補
完
し
合
っ
て
協
力
し

て
い
く
関
係
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う

構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う

る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。。

（ 

ち
ば
な　

い
づ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開

発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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